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資料１

明 石 の ま ち の 状 況 と

ま ち づ く り の 取 組 状 況

“もっと”やさしいまち明石

時のまち

子午線上に建つ
天文科学館

海のまち

歴史のまち

大蔵海岸ビーチスポーツスポット

明石市の特性

明石鯛
明石焼

源氏物語 にも登場

明石城はさくらの名所

秋祭り・布団太鼓

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石
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すべて

自己負担なし

近年は！

こどものまち

“もっと”やさしいまち明石

明 石 独 自 の ５ つ の 無 料 化

すべて

所得制限なし

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石
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妊娠・子育てまるごと寄り添い支援

医 療 費 １ ８ 才 ま で の 全 員

保 育 料 第 ２ 子 以 降 の 全 員

お む つ 満 １ 歳 ま で 宅 配 も

給 食 費 中 学 生

遊 び 場 親 子 と も

“もっと”やさしいまち明石

290,959 
290,856 

290,657 
290,909 

291,357 

293,409 

293,710 

295,908 

297,920 

299,094 

303,838 

304,060 
304,564 

305,880 

306,453 

明石市の総人口

各年10月1日

＋1万6千人

306,５２１人

過去最多を

更新中

12

25～34歳と

0～4歳の
転入超過

総人口 年連続 増加中

子育て層 が大幅増

出生率

1.50
(2011)

国 １．３９

1.70
(2018)

国 １．42

1.65
(2023)

国 １．20

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石
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“もっと”やさしいまち明石

2368
911

528
-728

-231

4902
3780

1979
550

-6
-256

-32
36

-64
39
191

0 - 4
5 - 9

10-14
15-19
20-24
25-29
30-34
35-39
40-44
45-49
50-54
55-59
60-64
65-69
70-74

75歳以上

～子育て層が大幅に増加～
社会動態の動向 転出入による増減人数

（2013～2024年）

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石
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2,645 
2,692 

2,627 
2,570 

2,652 
2,713 2,730 

2,819 

2,696 2,689 
2,734 

2,596 

2,732 

2,400

2,500

2,600

2,700

2,800

2,900

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

1.50 
1.55 1.55 1.55 1.58 

1.64 1.64 1.70 1.64 1.62 1.65 

1.55 
1.65 

1.40 1.40 1.42 1.41 
1.48 1.49 1.47 1.44 1.41 1.39 1.36 

1.31 1.29 1.39 1.41 1.43 1.42 1.45 1.44 1.43 1.42 
1.36 1.33 1.30 1.26 

1.20 1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

1.70

1.80

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

明石市 兵庫県 全国

出生数

合計特殊出生率

国県平均より高い合計特殊出生率を維持しています

(人)

“もっと”やさしいまち明石

出生数と合計特殊出生率の推移

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石
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15歳未満の割合が増加し国県平均より高くなっています

国 兵庫県 明石市

65歳以上 28.6% 28.9% 26.2%

15～６４歳 59.6% 59.0% 59.8%

15歳未満 11.8% 12.1% 14.0%

“もっと”やさしいまち明石

年齢3区分人口の推移

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石
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(人)

13.8%

40,987

13.7%

40,648

13.6%

40,552

13.6%

40,376

13.6%

40,505

13.6%

40,993

13.7%

41,475

13.8%

41,858

13.8%

42,059

14.0%

42,548

14.0%

42,893

14.1%

43,315

63.4%

187,792
62.5%

185,570
61.8%

183,771
61.2%

182,281

60.9%

181,913

60.6%

182,529

60.4%

182,878

60.1%

182,510

60.0%

182,389

59.8%

182,352

59.8%

182,923

59.7%

183,244

22.8%

67,432
23.8%

70,502

24.6%

73,018

25.2%

75,036

25.6%

76,460

25.8%

77,677

25.9%

78,612

26.1%

79,219

26.2%

79,741

26.2%

79,938

26.2%

80,045

26.2%

80,262

0

50,000

100,000

150,000
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250,000

300,000

2013

(H25)

2014

(H26)

2015

(H27)

2016

(H28)

2017

(H29)

2018

(H30)

2019

(R1)

2020

(R2)

2021

(R3)

2022

(R4)

2023

(R5)

2024

(R6)

65歳以上

15～64歳

0～14歳

395 

358 

420 

391 
397 

440 436 437 
447 

464 

291,950 
291,422 292,032 

293,537 
293,846 

293,784 

293,593 
296,512 

297,057 
298,799 

301,182 
303,129 305,404 

306,760 

350

370

390

410

430

450

470

290,000

295,000

300,000

305,000

310,000

人口(人) 市税収入(億円)

2007 三位一体の改革による
3兆円の税源移譲の影響

(先⽴って補助⾦・交付税の減あり)

人口:各年度1月1⽇の住⺠基本台帳人口
■ 市税収入:各年度決算 市税収入額

2009 リーマンショックの影響

2020・2021 コロナ禍の影響

人口・税収が増加

“もっと”やさしいまち明石

こどもを核としたまちづくり

人口と市税収入の推移

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石
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① さらなる 施策

① 施策

③ 人口 1２年連続人口増

明石独自の５つの無料化など

② 安心 子育て しやすいまち

⑤ 財源 税収増で 持続可能な財政運営

まちの好循環

④ にぎわい 中心市街地の新規出店数増

② さらなる 安心 すべての人にやさしいまちへ

①

②

③
④

⑤

“もっと”やさしいまち明石

誰にもやさしいまちづくり
高齢者、障害者施策など 充実化

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石
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こどもを核としたまちづくり
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▶ 温暖で晴天が多い気候

▶ 比較的平坦な地勢

▶ 交通の利便性の高さ

▶ コミュニティのまちづくりの歴史

▶ 京阪神都市圏のベットタウン

⇒ 住みやすい地域特性

▶ 「人が育つ」ということが一番大事

▶ 総花的ではなく得意分野に絞りこん

で柱を立てるべき

最初は「こどもだけに焦点をあてるのは

どうか」との意見もあったが 最終的には

・こどもの笑顔につながることを重点的
にやってもらいたい

・子どもの可能性を伸ばし 広い視野を
持った子どもを育てていくことが重要

▶ 若者の流出

▶ コミュニティの希薄化

“もっと”やさしいまち明石

明石の地域特性

まちづくりの課題

2010年度 総合計画策定審議会

2010年度 議会意見

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石

こどもを核としたまちづくりの背景
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こどもを核としたまちづくりの背景

▶子育て世代にとっての魅力を高め
定住と流入を促進

【まちづくり戦略】

子どもの健やかな育ちで
みんなの元気を生み出す

【重点的な取組(3つのキーワード)】

①こども ②安全 ③地域

▶子どもを介することで
人のふれあいを促進

▶子どもの育ちに関わっていくことで
みんなの成長も促進

【重点施策】

こどもを核としたまちづくり

以降「こどもを核としたまちづくり」が
施策展開の柱に

“もっと”やさしいまち明石

2011.6 第5次長期総合計画
【計画期間 2011～2020】

2012年度 予算の基本的な考え方

2013年度 予算の基本的な考え方

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石

12
こどもを核としたまちづくりの理念

５つの無料化 医療費 おむつ保育料 遊び場給食費

市民から既に預かった税金 に 付加価値をつけて返す

現金給付(バラマキ)ではなく 現物(ベーシックサービス)を無償化

親の所得でこどもを分けない ＝ 所得制限・自己負担なし

所得制限あり 低所得層に限定 救貧施策

所得制限なし 中間層も対象 未来施策

すべての子どもを
まちのみんなで応援

“もっと”やさしいまち明石ＳＤＧｓ未来安心都市・明石

まるごと寄り添い支援 全妊婦面談 新生児訪問産後ケア こども食堂各健診

全てのこどもに 切れ目なく きめ細やかに 総合的支援を行う
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“もっと”やさしいまち明石

高齢者
認知症あんしんプロジェクト（診断費用無料など）
みんなの給食の実施
運転免許返して安心プロジェクト

障害者
手話言語・障害者コミュニケーション条例制定
障害者配慮条例（合理的配慮を支援する公的助成制度）
あかしインクルーシブ条例

犯罪被害者
損害賠償の立替支援金制度
再提訴などの費用補助
特例給付金制度の創設（遺族に賠償金を支給）

更生支援 明石市更生支援等条例（更生支援ネットワーク会議の創設）

LGBTQ+

明石にじいろ相談
パートナーシップ・ファミリーシップ制度等
LGBTQ+施策担当の専門職を全国から公募し採用

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石

誰にもやさしいまちづくり
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ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

明石市のまちづくり基本構想

あかしＳＤＧｓ推進計画
（明石市第６次長期総合計画）

明石市の
最上位計画

まちづくりの基本理念

こどもを核としたまちづくり 誰にもやさしいまちづくり

➌ パートナーシップ➊ 持続可能 ❷ 誰一人取り残さない
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ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

あかしＳＤＧｓ推進計画（第６次長期総合計画）

【２０３０年の目指すまちの姿】

まちづくりの
数値目標

① 人口３０万人 ② 住みやすいと思う人の割合
１００％

内閣府より （県内初）
SDGｓ未来都市に選定

やさしいまちを明石から

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石
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▶ 昭和50年「コミュニティ元年」宣言

▶ 平成16年 28小学校区にコミセンを設置

▶ 平成18年「協働のまちづくり提言」

▶ 平成22年「明石市自治基本条例」施行

小学校区単位のまちづくり

▶ 平成28年「明石市協働のまちづくり推進条例」施行

▶ 平成30年 全小学校区で校区まちづくり組織 組織化

▶ 令和６年 「共創元年」宣言

▶ 多様化する市民ニーズ ▶ 超高齢化社会の到来

▶ 市民力の高まり ▶ 地域資源を生かした地域経営 など

“もっと”やさしいまち明石

コミュニティづくり

まちづくりの課題

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石

市民と共に進めてきたまちづくり

「対話」 とは

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

・対等に話す

・他者の考えに耳を傾ける

・違いを探求する

・テーマを深掘り

・自分の考えも変わっていく

・集合知に導く

・新しい発想が生み出される

・テーマが明確

・結論を出す

・想像の枠を超えない

・違いを攻める

・自分の考えを変えにくい

・声が大きくなる

議 論 対 話

・自由に話す

・結論が求められない

・テーマなど決まりがない

・情報交換

・考えを変えるものではない

会 話

対等に、他者の考えに耳を傾け、テーマを深堀りし、新しい発想を生み出すこと

18
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▶ タウンミーティングの毎月開催

市民との「対話」による まちづくり

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

▶ 個別分野におけるワークショップの開催

▶ ファシリテーターの養成

20

障害者 子育て 高齢者

こども会議 若者会議 環境・ごみ減量

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

タウンミーティング

西明石エリア 大久保エリア 二見エリア
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「おおくぼのまち」を
みんなで考えよう

明石市緑の基本計画
改定ワークショップ

「新庁舎整備」

「旧市立図書館跡地」

「西明石のまちづくり」

「財政白書」

そのほか

なども開催
みんなで考えよう！
新しい二見の図書館

個別分野でのワークショップ

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

ファシリテーター専門職の採用

22

市民ファシリテーター
の養成

職員ファシリテーター
の養成
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ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

 4月 二見のイトーヨーカ堂の中に図書館がオープン

➤キッズゾーンにロフトを設置
➤キッズゾーンの棚の高さを低いものに（壁面書棚もすべて安全対策のため低いものに）
➤リラックスゾーンの階段形状をやめ、 静かにゆっくり過ごせる スペースに

〜まちの居場所、人と人がつながる場所に〜

リビング＆ライブラリー

地域の声を

受けて

地域と共に、進化し続ける図書館に！

≪市民との対話から生まれた取組例≫

24

産官学民との「共創」による まちづくり

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

「共創（コ・クリエーション）」 とは

多様な立場の人々が、対話を通して、新たな価値を共に

創造していくこと。

▶ 県や周辺市町との広域連携

▶ 民間事業者や大学等の研究機関との連携

▶ 民間提案制度との推進
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神戸市と明石市は、あらたな連携・協力の体制を進めています

周辺自治体との広域連携

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

生物多様性を守り、育てるための
連携・協力に関する協定 の締結

神戸マラソンの明石市延伸

26
市民・行政・事業者の共創 で 循環型社会 の 実現へ官民連携

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

神戸市と明石市の共同会見 (神戸市役所）

ペットボトルの水平リサイクル 歯ブラシのリサイクル
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兵庫県立大学 と 包括連携協定 締結

パートナーシップで誰一人取り残さない持続可能な社会の実現へ

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

官学連携

28
民間提案制度 の導入

企業・団体・個人から地域課題の解決

につながる 提案を募集

３つのポイント

➡ 事前面談で対話を通してより良い内容を検討

➡ 採択・合意すれば提案者との契約を保証

➡ 新たな市の財政負担がない提案が対象

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

２０２４年度：37事業の提案を受付

24事業を提案採用（うち条件付17事業）
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ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

▶対話は、多様な市民が対等な立場で、自らの思いを伝え、相手の思いを聴き、

そして、お互いに認め合うこと。

▶対話を通して、新たな気づきや共感、思いやりの心が生まれることでやさし

いまちにつながっていく。

▶複雑化・多様化し続ける社会課題に対応するには、行政サービスの変革が求

められるが、明石市には、コミュニティのまちづくりが浸透し、市民主体で

地域課題を解決する体制の構築に取り組んできた。

▶そこで、市民をはじめとする様々な主体との共創の取組を展開することで、

市民ニーズに沿った新たな価値の創造や地域課題の解決につながり、これま

で以上に暮らしやすいやさしいまちを実現していく。

なぜ、今、対話と共創なのか？

30

○明石市がこれまで取り組んできた「

こどもを核としたまちづくり」、「誰

にもやさしいまちづくり」を更に深化

させるだけでなく、対話と共創を通じ

て、多様な市民ニーズに寄り添い、よ

りきめ細かな取組を市民目線で展開す

ることで、市民生活に更なる「安心」

が生まれる“もっと”やさしいまち明

石を目指します。

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石

～ いつまでも すべての人に やさしいまちを みんなで ～

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

【２０２５年度のまちづくり方針】
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対話と共創でつくる“もっと”やさしいまち明石

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石

～ いつまでも すべての人に やさしいまちを みんなで ～

２０３０年の
あるべき姿

２０２５年度
まちづくり

方針

重点的に
推進する

まちづくり
の柱

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石

第２ステージへ

32

市民生活や経済活動の様々な困りごとへの対応、道路や上下水道等インフラの

維持管理など、日常を支える施策にもきめ細やかに目配りし、市民の「安心」

を広げていきます。

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 “もっと”やさしいまち明石


